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▼研究の概要（背景・目標）
岩手のホームスパン（手紡ぎ、手織りの毛
織物）は、大正期に農家の副業として普及
し、昭和期に民芸運動との結びつきによっ
て美的価値が高められ、敗戦後の復興とと
もに地場産業にまで発展した。現在も受け
継がれるホームスパンであるが、地元でも認
知度が低下し、特に若い世代は知らない人
の方が多い状況にある。ホームスパン文化
を次世代に継承するためには、若い世代へ
のアプローチ等が必要と考え、その方策を
探ることを目的とした。

▼研究の成果（結論・考察）

▼研究の内容（方法・経過）

▼おわりに（まとめ・今後の展開）
1.本研究の成果より、若い世代がホームスパンに触れることができる機会、目的を明確にした工房間の交流機会が必要であ
ることが認められた。

2.今後は、工房の意向を踏まえながら、行政による広報活動のバックアップが得られるような働きかけに展開したい。
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課題名：岩手におけるホームスパン文化を継承するための方策に関する研究
研究代表者：盛岡短期大学部 教授 菊池直子
課題提案者：有限責任事業組合 まちの編集室
研究メンバー： 佐藤恭子（盛岡短期大学部）、まちの編集室（滝沢市）
技術キーワード：ホームスパン、岩手の文化、ワークショップ

1. ワークショップ：若者にとってのホームスパンは、小物として用いる素材、特別な意味を持たせる素材

2.「ホームスパンmeeting」：ホームスパンは触れたり身につけたりして価値がわかるもの。若い世代に触れる機会を伝えるこ
とが重要。しかし、工房は広報活動の余力を持ちえない現状にあり、文化の継承には行政による広報活動の支援が必要

3. 工房アンケート： ①ワークショップの有効性を確認

②技術継承を工房の後継者や教室の生徒に期待

③目的を明確にした交流機会のニーズを認識

目的 ： 若者が工房での体験をとおしてホームスパンを理解し、
__  ___「衣食住で考える私のほしいホームスパン」を提案する

体験者 ： 18～36歳の17名　（9班に組分け）

体験受入れ工房 ： 盛岡市と近郊の6工房

目的 ： 産学連携で岩手のホームスパンを考える　（一般公開）

第一部 ： 体験者9班によるプレゼンテーション

第二部 ： 作家・職人をパネリストとするパネルディスカッション

目的 ： 研究方法を総括し、工房の意向を把握する

質問：①ワークショップと「ホームスパンmeeting」の振り返り

       ②10～20年後の工房について

       ③工房間や作家・職人のよこのつながりについて

1. ワークショップ
   2016年9月

2. 「ホームスパン

__meeting」
   2016年12月

3. 工房アンケート
   2017年3月
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